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事　業　名

実施日時

場　　　　所

語　　り　　部  語り部及び講演者

講　　　　　演

そ　の　他      【署名者数】　　　　―　名

参　加　人　数 　生徒・教師・地域住民 ７５名、運営者など １２名

出前授業「北方領土語り部＆寄席演芸鑑賞会」

平成２９年９月１１日（月）　１３ : ２５ ～ １５ : １５

北見市立東陵中学校（北見市東陵町173番地1）

実施内容等

【署名活動】　　　有　・　無
佐藤徳一氏（語り部）

三遊亭金八氏（落語）

扇家勝丸氏（太神楽曲芸）

【第一部】
　北方領土の語り部が、北方四島の名前、地図上の位置、日本の戦前、戦
後の生活の様子、ソ連軍侵攻時の島民の様子、樺太での生活や強制送還
で寿郎丸に乗船し、函館に上陸するまでの経路と過酷だった体験を語った。
　現在の墓参の状況なども語り、自由に墓参りが出来るようになってほしいと
元島民の思いを生徒に伝えた。

【第二部】
　落語家と、太神楽曲芸師を招き、北方領土の小噺を入れた落語とワーク
ショップで落語の体験等日本の伝統芸能を楽しみながら、北方領土問題に関
心を持ってもらった。
　北方領土の関心度を計るため、生徒を対象にしたアンケートの実施に協力
してもらった。


